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当
日
は
、
報
告
事
項
で
、
一
件

の
説
明
が
あ
り
了
承
さ
れ
る
と
と

も
に
、
そ
の
他
事
項
で
は
、
各
担

当
か
ら
四
件
の
情
報
提
供
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
議
事
終
了
後
、
会
議
を

休
憩
し
、
前
回
に
引
き
続
き
「
受

験
に
向
け
た
教
育
過
疎
対
策
（
塾

講
師
の
招
請
及
び
補
助
）
」
等
を

テ
ー
マ
に
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
に

よ
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ら
、
事
業
概
要
等
に
つ
い
て
、

情

報
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

【

内
容
】

〈

支
所
〉

　
浜
益
支
所
で
は
、
昨
年
度
か
ら

観
光
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

は
総
務
省
の
補
助
事
業
で
あ
る
地

域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
浜
益
観
光
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
を
設
立
し
ま

し
た
。
取
り
組
み
の
第
一
弾
と
し

て
情
報
紙
を
発
行
し
、
区
民
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
情
報
紙
の
編
集

長
で
あ
る
渡
邊
委
員
か
ら
一
言
申

し
上
げ
ま
す
。

〈

浜
益
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
〉

　
設
立
ま
で
の
経
緯
で
す
が
、

昨

年
一
二
月
に
地
域
資
源
の
活
用
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
会
議
が
開
催
さ

れ
、
地
域
資
源
に
係
る
各
種
団
体

と
浜
益
わ
か
も
ん
会
で
話
し
合
い

を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
中
田
氏
で
す
。
そ
こ
か

ら
、
農
家
民
泊
な
ど
体
験
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
を
聞
き
、
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
川

町
で
ガ
イ
ド
付
き
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
経
験
し
、
浜
益
に
も
黄
金

山
な
ど
の
普
段
は
あ
ま
り
注
目
さ

れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
魅
力
的
な

観
光
資
源
が
あ
る
と
感
じ
、
外
部

に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
人
口
を
増
や
す
の
は
難

し
い
け
れ
ど
、
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

何
か
が
生
ま
れ
、
も
っ
と
ま
ち
づ

く
り
を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

今
年
度
五
月
に
浜
益
観
光
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
ま

ず
は
区
内
、
区
外
へ
の
情
報
発
信

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
区
内

へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
情

報
紙
を
通
じ
て
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ

て
い
ま
す
。
区
外
へ
の
情

報
発
信
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を

通
じ
浜
益
の
情
報
を
一
元
化
し
て

伝
え
、

そ
の
後
体
験
観
光
な
ど
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

〈

(

有

)

ア
グ
リ
テ
ッ

ク
〉

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
住
ん

で
い
て
良
か
っ
た
、
ま
た
、
訪
れ

て
よ
か
っ
た
と
思
う
、

持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
で
、
住
民
が
一
体

と
な
っ

た
活
動
が
必
要
で
す
。
こ

の
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業

で
は
、

人
口
を
増
や
す
こ
と
は
難

し
い
の
で
、
交
流
人
口
を
高
め
、

地
域
に
お
金
を
落
と
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
れ
を
基
に
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
、
浜
益
の
魅
力
を

発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
組

織
づ
く
り
、
浜
益
の
情
報
発
信
、

浜
益
に
遊
び
に
来
た
く
な
る
観
光

商
品
づ
く
り
、
勉
強
会
・
講
習
会

等
の
開
催
の
四
つ
を
柱
に
課
題
解

決
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
事

業
展
開
す
る
予
定
で
す
。

②
浜
益
厚
田
乗
合
自
動
車
（
浜
厚

線
）

に
つ
い
て

　
環
境
市
民
部
広
聴
・
市
民
生
活

課
か
ら
、
情
報
の
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。

【

内
容
】

　
報
告
す
る
内
容
は
三
点
で
す
。

報
告
事
項

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
面
接
結

果
等
に
つ
い
て

　
浜
益
支
所
地
域
振
興
課
か
ら
委

員
に
配
布
し
た
資
料
に
基
づ
き
、

面
接
結
果
等
に
つ
い
て
内
容
等
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

【
内
容
】

　
第
二
次
選
考
試
験
の
面
接
を
六

月
二
二
日
に
実
施
、
そ
の
結
果
、

合
格
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
合
格

者
は
、

柿
岡
奈
々
絵
さ
ん
、
昭
和

四
九
年
七
月
一
六
日
生
ま
れ
の
四

三
歳
女
性
で
、
現
住
所
は
、
栃
木

県
那
須
塩
原
市
で
あ
り
、

出
身
地

は
、
札
幌
市
手
稲
区
で
す
。

　
採
用
予
定
日
は
、
八
月
一
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
柿
岡
さ
ん

に
不
都
合
が
あ
れ
ば
、
調
整
し
、

九
月
以
降
の
採
用
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
事
項

①
着
地
型
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　
浜
益
支
所
地
域
振
興
課
か
ら
、

地
域
再
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

事
業
の

概
要
の
報
告
並
び
に
浜
益
観
光
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
、
設

立
に
至
っ

た
経
緯
等
の
報
告
及
び

事
業
の
委
託
先
で
あ
る

(

有

)

ア

グ
リ
テ
ッ

ク
か
ら
、
別
途
用
意
し

た
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
な
が

【と き】平成30年7月4日(水)

18:30～20:30

【ところ】 浜益支所 2階 庁議室

【委 員】 <出席> 10名 <欠席> 5名

【傍 聴】 1名

・会議の概要を掲載しています。

・詳細は、市ホームページで後日公開します。

平成30年度 第3回

浜益区地域協議会

石狩市浜益区
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山　内　千代子 さん H30. 7. 5

浜益区の人口・世帯数（Ｈ30年6月末現在）

<19>人口 【58,374】

群別

76 群別

山　内　キ　ワ さん H30. 7.19 91

一
点
目
は
、
浜
益
厚
田
デ
マ
ン
ド

交
通
の
実
績
報
告
に
つ
い
て
、
二

点
目
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
皆

様
の
ニ
ー
ズ
を
探
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
、

三
点
目
は
、
昨
年
と
同
様
の
手
法

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
へ
の
協

力
依
頼
に
つ
い
て
で
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
石
狩
市
過
疎
自
立
促
進
市
町
村

計
画
に
つ
い
て

　
企
画
経
済
部
企
画
課
か
ら
、
途

中
経
過
に
つ
い
て
、
情
報
の
提
供

が
あ
り
ま
し
た
。

【
内
容
】

　
前
回
の
地
域
協
議
会
で
ご
承
認

い
た
だ
い
た
過
疎
計
画
の
変
更
の

件
で
す
が
、
先
月
第
二
回
市
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
無

事
、
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
北
海
道
に
対
し
て
計
画
変

更
の
手
続
き
中
で
す
の
で
、
そ
の

経
過
と
し
て
報
告
し
ま
す
。

④
荘
内
藩
ハ
マ
マ
シ
ケ
陣
屋
跡
の

利
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
浜
益
支
所
市
民
福
祉
課
か
ら
、

情
報
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

【
内
容
】

　
荘
内
藩
ハ
マ
マ
シ
ケ
陣
屋
跡
に

つ
い
て
は
、
昭
和
六
三
年
に
国
の

指
定
史
跡
と
な
る
な
ど
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
日
本
の
転
換

期
を
記
す
貴
重
な
遺
構
で
あ
り
、

観
光
や
教
育
へ
の
活
用
を
通
じ
て

浜
益
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
貴

重
な
資
源
と
し
て
考
え
、
こ
れ
か

ら
の
伝
承
・
保
存
に
つ
い
て
、
地

元
有
志
の
方
々
に
よ
る
陣
屋
研
究

＜おくやみ＞
氏 名 死亡年月日 年齢
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住所

奉
仕
活
動
に
よ
る

　
　
海
浜
清
掃

　
　
　
　
を
実
施
！

　
六
月
三
〇
日
（
土
）
、
「
宗
教

法
人
松
緑
神
道
大
和
山
」
が
、

川

下
海
水
浴
場
（
は
ま
ま
す
ピ
リ
カ

・
ビ
ー
チ
）
に
お
い
て
、
今
回
で

一
六
回
目
と
な
る
海
浜
清
掃
奉
仕

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
曇
り
空
の
中
、
「

宗

教
法
人
松
緑
神
道
大
和
山
」
会
員

二
七
名
の
ほ
か
、
（
一
社
）
石
狩

観
光
協
会
浜
益
事
務
所
及
び
石
狩

市
浜
益
支
所
の
職
員
を
含
め
、

計

三
〇
名
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ご
み
袋
約
五
〇
枚
分
、
二
七
〇

㎏
の
ご
み
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
長
年
の
奉
仕
活
動
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
の
川
下
海
水
浴
場

（

は
ま
ま
す
ピ
リ
カ
・
ビ
ー
チ
）

は
、
七
月
七
日
（
土
）
に
開
設
さ

れ
、
八
月
一
九
日
（
日
）
に
閉
鎖

さ
れ
ま
す
。

※上段の【　】は石狩市全体、〈　〉は対前月

世帯数 【27,486】 <57>
（戸） 780 <3>

会
の
協
力
の
下
、

取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
構
の
保
存
・
伝
承
を
継

続
し
、

活
用
を
図
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
、

陣
屋
に
つ
い
て
区
民
の

方
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
そ
の

第
一
歩
と
考
え
て
お
り
、

具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
七
月
六
日

に
陣
屋
の
紹
介
を
、
七
月
二
三
日

に
は
現
地
を
歩
く
会
を
実
施
し
ま

す
。

　
地
域
協
議
会
委
員
の
皆
様
に
お

か
れ
て
も
、
お
時
間
が
あ
っ
た
ら

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（人） 720 <▲ 2>

<2>

女 【30,227】 <19>

【28,147】 <0>
（人） 599 <4>
男
（人） 1,319

浜益小学校 水泳学習（7/20)

清掃奉仕活動に取り組んだ「大和山」の皆さん

次回地域協議会
●日時
平成３０年８月８日（水）
１８時３０分から

●場所
浜益支所 2階 庁議室

●内容
地域おこし協力隊の任用日について

ほか


